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　伊方町を東西に貫く国道197号線、愛称
「メロディーライン」を車で走ると音楽を奏
でる「メロディー道路」と呼ばれる区間が
あります。
　道の駅「瀬戸農業公園」前の三崎から八
幡浜方面へ向かう道路約430ｍで、この区間
を時速50㎞で自動車が走行すると約30秒間
にわたり「みかんの花咲く丘」が流れます。

伊方町﹁メロディー道路﹂
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四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
を
開
催

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会
　

　

大
会
は
、
大
西
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
長

の
開
会
の
こ
と
ば
の
の
ち
、
兼
西
徳
島
県
町
村

会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
別
掲
の
「
宣

言
」
を
決
定
し
た
。
次
い
で
来
賓
の
飯
泉
徳
島

県
知
事
、
森
田
徳
島
県
議
会
議
長
、
藤
原
全
国

町
村
会
長
及
び
蓬
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
の

各
来
賓
か
ら
懇
篤
な
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

次
に
協
議
に
入
り
、
は
じ
め
に
議
長
に
村
田

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
長
を
選
出
。
次
い
で

提
出
議
題
の
審
議
に
入
り
、
本
県
稲
本
内
子
町

長
が
説
明
し
た
「
四
国
地
方
の
交
通
基
盤
整
備

の
促
進
及
び
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に
つ
い

て
」
な
ど
4
議
案
並
び
に
、
決
議
及
び
特
別
決

議
を
採
択
。
ま
た
、「
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
と

遍
路
道
」
に
関
す
る
共
同
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
国
の
関
係
省
庁
や
国
会
議
員
へ

行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
。
最
後
に
、

有
岡
高
知
県
町
村
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
閉
会

し
た
。

　

次
に
、
記
念
講
演
に
入
り
、
四
国
大
学
文
学

部
教
授
で
四
国
霊
場
第
四
番
札
所
大
日
寺
住
職

の
真
鍋
俊
照
先
生
か
ら
「
四
国
遍
路
と
世
界
文

化
遺
産
」
と
題
す
る
基
調
講
演
を
聴
講
し
、
大

会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

な
お
、
大
会
開
会
前
に
、
総
務
省
自
治
行
政

局
地
域
力
想
像
グ
ル
ー
プ
地
域
自
立
応
援
歌
の

佐
藤
課
長
か
ら
、「
地
域
力
創
造
施
策
の
動
向
と

課
題
に
つ
い
て
～
地
域
の
経
済
構
造
改
革
に
向

け
て
～
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
議
事
終
了
後
に
出
席
者
全
員
に
よ
る

意
見
交
換
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
出
席
者
の

交
流
が
図
ら
れ
た
。

　四国四県町村会と同町村議会議長会は、10月₈日㈬午後₂時から徳島市の「グラン
ヴィリオホテル」で四国四県町村長・議長大会を徳島県当番により開催した。これは
四県の連携をより強化するための大会で、四国四県57町村から町村長及び議長ら約
160人が出席し、盛大に開催された。

意見交換会であいさつをする関本本県議長会長提案説明する稲本本県内子町長
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宣　　言（案）

　現在、我が国では、デフレからの早期脱却と経済再生の実現に向けた取組により、企業の業況判断や雇用情勢が改善し、景気
回復が緩やかに広がりつつあるが、地方においては、未だその実感が十分とは言い難い状況にある。
さらに地方にあっては、急速に進展する少子高齢化による人口減少社会の到来、地域間格差の拡大による厳しい財政運営や地域
産業の衰退など、極めて厳しく、さらにＴＰＰ交渉の帰趨によっては、一層深刻な状況になることが懸念されている。
　加えて、切迫する「南海トラフ巨大地震」を迎え撃つための早急な社会資本整備など、解決すべき課題が山積している。
　こうした中、我々町村は、地域の人々が絆を大事にしながら支え合う多様な営みが地域を特色ある豊かなものとしている現状
を見据え、相互の連携を一層強固なものとするとともに、直面する困難な課題に積極果敢に取り組み、自主的・主体的な地域づ
くりを進めているところである。
　四国の町村には、美しい山々や渓谷、そこから沸き立つ清流やその清流に育まれた棚田、また多島美の瀬戸内海、黒潮踊る太
平洋など美しく豊かな自然と四国八十八カ所霊場をはじめとする独自の歴史・文化に息づく地域特性があり、そこに生きる人々
の自然と共生する暮らしぶりなど、豊かな地域資源が数多く存在している。
　政府におかれては、このような数ある地域特性や資源を活かし、豊かな住民生活と個性溢れる多様な地域づくりを目指しつつ、
「未来ある四国」の実現に向けた我々の町村の取り組みに対し、十分ご理解いただき、強力な支援を求めるものである。
　そして、我々四国57町村長と議長は、次代を担う若い世代をはじめ、住民誰もが夢や希望を抱いて明るい未来を語ることが出
来る社会を実現するため、『決意も新たに』、持てる限りの英知と努力を傾注することをここに誓うものである。
　以上宣言する。
　　平成26年10月₈日
	 　　　　　四国四県町村長・議長大会　

「四国八十八カ所霊場と遍路道」に関する共同アピール（案）
　「四国八十八カ所霊場と遍路道」は、徳島県・高知県・愛媛県・香川県の四県をつなぐ、空海（弘法大師）ゆかりの八十八カ所
霊場をループ状に巡る全長1400㎞の壮大な寺院巡拝である。
　この巡拝は、古くから一般庶民に定着し、それを地域社会が「お接待」と呼ばれる支援で支えている。
　遍路の基となる「思想・信仰」、実践する「場」、さらにそれを支える「地域」の₃者が一体となった「遍路文化」が脈々と受け
継がれ、今年は空海が四国霊場を開創したとされる西暦815年から数えて1200年という大きな節目の年である。
　こうした「遍路文化」は、日本国内、さらには世界的に見ても、顕著な普遍的価値のあるもので、人類全体の遺産として次代に
引き継いでいくべきであり、まさに、世界文化遺産にふさわしいものと考える。
　｢四国八十八カ所霊場と遍路道」については、八十八カ所霊場とそれを繋ぐ遍路道の全てが揃って個性ある価値を発揮するとい
う特性を踏まえ、長大なエリアに及ぶ生きた文化遺産として、保存・継承できるように文化財保護制度上の取り扱いを行うことを
国に強く求めるものである。
　我々もまた、平成28年度の「四国八十八カ所霊場と遍路道」の世界遺産暫定一覧表記載に向け、より一層、資産の保護措置など
の取り組みを進めていくとともに、すべての人を温かく受け入れてきた本来の四国遍路の素晴らしさを幅広く周知するなど、一体
となって取り組むことを強くアピールする。
　　平成26年10月₈日
	 　　　　四国四県町村長 ･議長大会　

講
演
す
る
真
鍋
俊
照
四
国
大
学
文
学
部
教
授

提　出　議　題 説　明　者

1　地方財政の充実・強化について
2　医療・福祉施策の充実・強化について
3　四国地方の交通基盤整備の促進及び防災・減災対策の強化について
4　農林水産業・地域の活力創造について

中川祐司徳島県東みよし町議会議長
小野正人香川県琴平町長
稲本隆壽愛媛県内子町長
宮地章一高知県四万十町議会議長
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県
町
村
会
・
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同

組
合
県
支
部
で
は
、
10
月
28
日
、
え
ひ
め

共
済
会
館
で
「
平
成
26
年
度
災
害
共
済
関

係
事
業
加
入
推
進
運
動
等
実
施
に
伴
う
事

務
打
合
会
」
を
開
催
し
、
加
入
団
体
の
担

当
職
員
21
名
が
出
席
し
た
。

　

打
合
せ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

【
10
月
28
日
㈫
】

○
災
害
共
済
事
業
の
事
務
分
担
に
つ
い
て

○
説
明

　
　

全
国
町
村
会
災
害
共
済
部
庶
務
課
長

　
　

小
川　

幸
生
氏

　

①
全
国
自
治
協
会
災
害
共
済
事
業
・
全

国
町
村
会
保
険
事
業
の
概
要
及
び
加

入
推
進
に
つ
い
て

　

②
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
災
害

共
済
事
業
の
概
要
及
び
加
入
推
進
等

に
つ
い
て

○
各
共
済
事
業
の
事
務
取
扱
上
の
留
意
事

項
に
つ
い
て

　

①
災
害
共
済
事
業
全
般
に
つ
い
て

　

②
公
有
建
物
災
害
・
自
動
車
損
害
共
済

事
業
・
全
国
町
村
等
職
員
任
意
共
済

事
業

　

③
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
事

業
・
特
定
疾
病
保
険
事
業

　

④
公
有
自
動
車
・
生
協
自
動
車
事
務
処

理
受
付
事
務
に
つ
い
て

　

⑤
公
有
自
動
車
・
生
協
自
動
車
事
務
処

理
査
定
事
務
に
つ
い
て

○
打
合
せ

・
保
険
会
社
か
ら

　
　

千
里

　
　

㈱
三
井
生
命

　
　

㈱
損
保
ジ
ャ
パ
ン

　
　

日
本
生
命
相
互
会
社

　

①
団
体
生
命
（
弔
慰
金
）
事
業

災
害
共
済
関
係
事
業
の
加
入
推
進
打
合
会
を
開
催

　

②
総
合
賠
償
補
償
保
険
事
業

　

③
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
事
業

（
車
両
共
済
）

　

④
特
定
疾
病
保
険
事
業

　

⑤
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
保
険
事

業

　

⑥
自
治
会
活
動
保
険
事
業

　

⑦
全
国
町
村
等
職
員
任
意
共
済
保
険
事

業

　

⑧
全
国
町
村
等
職
員
個
人
年
金
保
険
事

業

○
そ
の
他
・
質
疑
応
答

 

全国町村職員生活協同組合 

全国町村職員生活協同組合は町村職員等の為の職域生協です。  
町村職員等であればどなたでも組合員になれ、共済に加入できます。 

退職後も退職者組合員として、本共済事業を継続してご利用いただけます。 

全国町村等職員の 
 

◎各共済等引受保険会社
事　　業　　名 保　険　会　社　名 住　　　　　所 ＴＥＬ ＦＡＸ 備考

団体生命（弔慰金）共済 三井生命保険株式会社
（愛媛支社）

〒790-0001
松山市一番町4-1-1　三井生命ビル5F 089-941-3432 089-934-1331

総合賠償補償保険

損害保険ジャパン日本興亜㈱
（愛媛支社 法人支社）

〒790-0011
松山市千舟町4-6-3　アヴァンサ千舟5Ｆ 089-943-1917 089-933-9582 加入関係

損害保険ジャパン日本興亜㈱
（松山火災新種保険金サービス課）

〒790-0011
松山市千舟町4-6-3　アヴァンサ千舟6Ｆ 089-946-0044 089-932-0121 事故関係

職員自動車車両共済
ホームページアドレス
http://www.chisato-ag.co.jp　

㈱千里(ちさと)
(取扱代理店)

〒100-0014
東京都千代田区永田町1-11-32　全国町村会館西館内 0120-731-087 03-3519-7325 加入関係

損害保険ジャパン日本興亜㈱
（事故サポートデスク）
(松山保険金サービス第二課)

〒790-0011
松山市千舟町4-6-3　アヴァンサ千舟6Ｆ

0120-256-110
089-946-0360 089-932-6191

事故
関係

全国町村等職員任意共済保険
全国町村等職員個人年金共済

日本生命保険相互会社
(松山支社)

〒790-0001
松山市一番町3-3-3　菅井ニッセイビル3Ｆ 089-941-9591 089-941-9589 加入関係

日本生命保険相互会社
(団体保険支払サービス課)

〒541-8501
大阪市中央区今橋3-5-12 0120-302-438 請求

関係

特定疾病保険

㈱千里(ちさと)
(取扱代理店)

〒100-0014
東京都千代田区永田町1-11-32　全国町村会館西館内 0120-797-978 03-3519-7325 加入関係

損害保険ジャパン日本興亜㈱
（愛媛支社 法人支社）

〒790-0011
松山市千舟町4-6-3　アヴァンサ千舟5Ｆ 089-943-1917 089-933-9582 加入関係

損害保険ジャパン日本興亜㈱
（医療保険安心サポートセンター）

〒163-0519
東京都新宿区西新宿1-26-2　新宿野村ビル26階 0120-668-309 請求

関係

非常勤職員公務災害補償保険
自治会活動保険

㈱千里(ちさと)
(取扱代理店)

〒100-0014
東京都千代田区永田町1-11-32　全国町村会館西館内 0120-731-087 03-3519-7325 加入関係

損害保険ジャパン日本興亜㈱
（愛媛支社 法人支社）

〒790-8691
松山市千舟町4-6-3　アヴァンサ千舟5Ｆ 089-943-1917 089-933-9582 加入関係

損害保険ジャパン日本興亜㈱
（松山火災新種サービスセンター）

〒790-8691
松山市千舟町4-6-3　アヴァンサ千舟6Ｆ 089-948-0044 089-932-0121 事故関係

※(一財)全国自治協会　災害共済事業ホームページアドレス　http://www.zzjk.jp/　
※全国町村職員生活協同組合　ホームページアドレス　http://www.zcss.jp/　

全国町村会関連
損害保険ジャパン日本興亜㈱
代理店

㈱千里(ちさと)
　愛媛営業所長　西森　弘導

〒790-0846
松山市道後北代7-10　続木ビル5Ｆ 089-926-0245 089-926-0245
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上
島
町
が
誕
生
し
て
10
年
の
節
目
に
、

私
の
出
身
地
で
あ
る
岩
城
島
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
み
た
。

　

こ
の
島
で
は
、
三
千
年
前
に
か
な
り
の

文
化
を
持
っ
た
先
住
民
が
生
活
し
て
い
た

と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
島
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

か
ら
縄
文
時
代
後
期
か
ら
奈
良
朝
時
代
と

思
わ
れ
る
無
数
の
土
器
破
片
等
が
出
土
し

て
い
る
こ
と
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
平
安

時
代
か
ら
は
船
舶
の
風
待
ち
港
と
し
て
賑

わ
い
、
ま
た
揚
げ
浜
式
の
塩
焼
き
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
、
み
や
こ
人
た
ち
の
歌

に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　

い
よ
の
海
岩
木
の
島
は
我
な
れ
や

　
　

あ
ふ
こ
と
か
ら
き
塩
の
み
ぞ
焼

　
　
　

洞
院
左
右
衛
門
督（
夫
木
和
歌
集
）

　
　

人
な
ら
ぬ
岩
木
も
さ
ら
に
悲
し
き
は

　
　

三
つ
の
小
島
の
秋
の
夕
暮
れ

　
　
　

順
徳
上
皇
御
製（
続
古
今
和
歌
集
）

　

岩
城（
岩
木
）島
が
古
文
書
に
よ
っ
て
歴

史
上
に
現
れ
た
の
は
、
大
同
寺
の
建
立

（
8
0
6
年
）で
あ
っ
た
。残
念
な
こ
と
に
、

文
書
に
顔
を
出
し
た
こ
の
寺
は
、
6
0
0

年
後
に
焼
き
打
ち
に
合
い
、
今
は
当
時
の

遺
構
に
崩
れ
か
け
た
五
輪
墓
石
が
残
る
の

み
で
あ
る
（
西
部
地
区
）。

　

島
は
住
古
、
大
山
祇
神
社
（
大
三
島
）

の
社
領
で
あ
っ
た
が
、所
領
は
転
々
と
し
、

石
清
水
八
幡
宮
の
荘
園
で
あ
っ
た
時
代
も

あ
る
。

　

1
0
6
3
年
、
時
の
源
氏
の
領
袖
、
源

頼
義
が
伊
予
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
伊
予
の
国

に
在
任
中
に
八
幡
宮
を
₇
社
建
立
し
た

が
、
そ
の
う
ち
の
１
社
が
岩
城
島
に
建
立

さ
れ
、
当
時
と
場
所
こ
そ
違
え
、
島
民
の

崇
拝
を
う
け
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代
の
動
乱
期

の
島
民
は
、
水
軍（
海
賊
）と
し
て
活
躍
し

た
。

　

特
に
、
村
上
水
軍
は
名
高
く
、
岩
城
島

も
村
上
水
軍
の
支
配
下
で
、
城
跡
も
数
个

所
あ
り
、
い
に
し
え
の
強
者
共
の
闇
の
声

が
今
し
も
波
間
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

で
あ
る
。

　

当
時
の
内
海
諸
地
域
は
、
海
賊
衆
が
倭

寇
と
し
て
大
陸
へ
出
か
け
た
り
、
大
陸
と

の
交
易
の
た
め
瀬
戸
内
海
を
上
下
す
る
商

船
等
に
よ
り
情
報
の
伝
達
は
速
く
、
大
陸

や
都
の
影
響
を
受
け
、
産
業
、
文
化
と
に

栄
え
た
が
、
そ
の
後
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る

海
賊
の
武
装
解
除
に
よ
り
一
時
代
の
幕
は

お
り
た
。

　

藩
政
時
代
に
入

り
、
松
山
藩
の
領
袖

と
な
っ
た
島
本
陣
が

置
か
れ
た
。
本
陣
は

間
口
12
間
、
奥
行
15

間
。こ
の
他
脇
本
陣
、

馬
小
屋
、
塩
倉
、
道

具
倉
、
米
倉
、
麦
倉
、

木
倉
、
薪
倉
、
船
倉

も
並
ん
で
い
た
。
今

も
本
陣
の
一
部
は
改

修
・
保
存
さ
れ
て
お

り
、
郷
土
館
と
し
て

開
放
さ
れ
て
い
る
。

　

本
陣
宿
の
あ
る
岩

城
島
は
海
駅
と
し
て

機
能
し
、
塩
業
、
海

運
業
を
中
心
に
発
展

し
、
廻
船
問
屋
が
10

数
軒
、
そ
れ
に
旅
籠

屋
、
茶
屋
、
商
店
が

軒
を
並
べ
て
大
い
に

栄
え
た
。

　

こ
の
繁
栄
も
、
帆

船
時
代
と
と
も
に
去

り
、
今
日
、
岩
城
八

幡
神
社
、
大
三
島
の

大
山
祇
神
社
、
琴
平

の
金
比
羅
宮
の
境
内

で
、
当
時
の
繁
栄
の

名
残
り
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
の
小
さ

な
島
に
今
も
残
る

₆
个
所
の
寺
も
、
当

時
の
繁
栄
を
物
語
っ

て
い
る
。

﹁
島
の
歴
史
﹂

 

上
島
町
議
会
議
長　

原
　
　
　
博
　
彦
　

随想随想随想

■各島へのお問い合せ先

■船舶連絡先

●弓削総合支所
〒794-2592
愛媛県越智郡上島町弓削下弓削210
ＴＥＬ.0897-77-2500（代）
ＦＡＸ.0897-77-4011

●生名総合支所
〒794-2550
愛媛県越智郡上島町生名621番地1
ＴＥＬ.0897-76-3000（代）
ＦＡＸ.0897-76-2375

●岩城総合支所
〒794-2492
愛媛県越智郡上島町岩城1427番地
ＴＥＬ.0897-75-2500（代）
ＦＡＸ.0897-75-2852

●魚島総合支所
〒794-2592
愛媛県越智郡上島町魚島1番耕地1362番地1
ＴＥＬ.0897-78-0011（代）
ＦＡＸ.0897-78-0330

芸予汽船…………☎0898-32-6712
弓削汽船…………☎0897-77-2052
家老渡フェリー…☎0845-22-4463
上島町生名船舶…☎0897-76-2224
土生商船…………☎0845-22-1337

三光汽船…………☎0845-28-0035
長江フェリー……☎0897-75-2580
岩城汽船…………☎0897-75-2083
因島海運…………☎0845-22-2156
上島町魚島船舶…☎0897-78-0011

K AM I J I M A

ACCESS
アクセス

大三島I.C

生口島北I.C

因島北I.C

向島I.C

生口島南I.C

因島南I.C

伯方島I.C

大島北I.C

今治北I.C
大島南I.C

大三島

生口島

因島

向島

大島

伯方島

今治I.Cへ

瀬戸内
しまなみ海道

広島県

赤穂根島

津波島
佐島

豊島

高井神島

江ノ島

百貫島

福山西I.Cへ

岩城島
生名島 弓削島

魚島
瀬 戸 内 海

上 島 四 島
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全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
主
催
に
よ

る
「
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・
町
村
監

査
委
員
全
国
研
修
会
」
が
、
10
月
2
～
3

日
に
東
京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、全
国
か
ら
1
，5
5
0
人
の
関
係
者
が

参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
本
県
か

ら
は
25
名
が
参
加
。

　

表
彰
式
で
は
、
桝
田
会
長
（
徳
島
県
那

賀
町
代
表
監
査
委
員
）
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
監
査
委
員
と
し
て
7
年
以
上
在
職

し
功
労
の
あ
っ
た
方
1
0
2
人
、
監
査
事

務
職
員
と
し
て
10
年
以
上
在
職
し
功
労
の

あ
っ
た
方
7
人
の
合
計
1
0
9
人
が
表
彰

さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
総
務
大
臣（
代
理
）、
藤
原
全
国

　
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式

　
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

町
村
会
長
及
び
蓬
全
国
町
村
議
会
議
長
会

長
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

幸
田
鞍
手
町
監
査
委
員
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
全
国
研
修
会
で

は
、
ま
ず
、「
人
口
減
少
社
会
の
自
治
体
経

営
」
と
題
し
て
、（
財
）地
域
開
発
研
究
所
主

任
研
究
員
の
牧
瀬
稔
氏
が
、
次
い
で
「
住
民

監
査
請
求
・
住
民
訴
訟
の
実
務
」
と
題
し
て
、

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
客
員
教
授
の
大
塚
康

男
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
、
1
日
目
を
終
了
。

　

2
日
目
は
、「
効
率
的
監
査
の
執
行
と
会

計
実
務
」
と
題
し
て
、
公
認
会
計
士
の
池

田
昭
義
氏
の
講
演
が
あ
り
、
2
日
間
の
全

日
程
を
終
了
し
た
。

　

な
お
、
今
回
も
昨
年
に
続
き
1
日
目
の

研
修
終
了
後
に
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、

交
流
を
深
め
た
。

平成26年度町村監査功労者表彰式・町村監査委員全国研修会日程
	 場所：メルパルクホール　
月　日 時　間 プ　ロ　グ　ラ　ム

10/₂㈭

12：00～13：00 受　　付
13：00～13：05 会長あいさつ 全国町村監査委員協議会会長

桝田正憲
13：05～13：30 町村監査功労者表彰

表彰状授与
来賓祝辞

受章者代表謝辞

受章者代表
○総務大臣
○全国町村会会長
○全国町村議会議長会会長
受章者代表

13：45～13：50 開講あいさつ 全国町村監査委員協議会副会長
13：50～15：10 人口減少社会の自治体

経営
財団法人地域開発研究所主任
研究員　牧瀬稔氏

15：20～17：20 住民監査請求・住民訴
訟の実務

市町村アカデミー客員教授
大塚康男氏

10/₃㈮
9：30～11：30 効率的監査の執行と監

査責任について
公認会計士　池田　昭義　氏

11：30～11：35 閉講あいさつ 全国町村監査委員協議会副会長

　

新
議
長
紹
介

　

10
月
28
日
の
上
島
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

原
博
彦
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

上
島
町
議
会
議
長

　
　
　
原は

ら

　
　
　
博ひ

ろ

　
彦ひ

こ

　
氏

町
村
議
会
広
報
全
国
研
修
会

　
　
　
　
　
　
開
か
れ
る

上
島
・
砥
部
町
議
会
か
ら
7
人
が
参
加

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
、

「
第
81
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会
」が
10
月

21
～
22
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
都

の
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で
開
催
さ

れ
、
全
国
の
議
会
広
報
編
集
委
員
等
（
約

6
0
0
人
）
が
出
席
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
議
会
活
動
に
対
す
る

住
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
議

会
広
報
実
務
担
当
者
を
対
象
と
し
た
研
修

及
び
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
議
会
広
報

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

2
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

研
修
会
の
1
日
目
は
、「
伝
え
る
広
報
か

ら
伝
わ
る
広
報
へ
」
に
つ
い
て
広
報
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
文
章
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
小
田
順
子
氏
に
、「
広
報
紙
面
デ
ザ
イ

ン
の
基
礎
知
識
」
に
つ
い
て
、
武
蔵
野
美

術
大
学
教
授
の
長
澤
忠
徳
氏
に
、「
写
真
の

見
方
、
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
写
真
家
の

神
島
美
明
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
あ

っ
た
。

　

ま
た
、
2
日
目
に
は
4
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

長
岡
光
弘
氏
、
エ
デ
ィ
タ
ー
、
㈱
メ
デ
ィ

ア
ブ
レ
ー
ン
代
表
取
締
役
の
吉
村
潔
氏
、

広
報
・
編
集
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
芳
野
政

明
氏
及
び
実
践
女
子
短
期
大
学
講
師
の
西

村
良
平
氏
に
よ
る
「
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
本
県
か
ら
は
上
島
町
議
会
及
び

砥
部
町
議
会
の
広
報
編
集
委
員
ら
7
人
が

参
加
し
た
。
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
「
う
ま
い
も
ん
市
㏌
あ
い
な
ん
2
0
1
5
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

愛
南
町

　

愛
南
町
の
冬
の
味
覚
で
あ
る
「
カ
キ
」
の
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
、豊
か
な
自
然
環
境
に
育

ま
れ
た
特
産
品
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
昨
年
に
続
き
、
食
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
う
ま
い
も
ん
市
㏌
あ
い
な
ん
2
0
1
5
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆お問い合わせ／愛南町観光協会　℡（0895）73⊖0444
　　　　　　　　愛南町役場商工観光課　℡（0895）72⊖7315

●
開
催
日
時
／
平
成
₂₇
年
2
月
1
日︵
日
︶　
9
時
₃0
分
～
1₅
時

●
会
　
　
場
／
第
5
号
南
予
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
公
園
︵
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
前
駐
車
場
︶

●
事
業
内
容

　
■
カ
キ
の
お
・
も
・
て
・
な
ー
し
ゾ
ー
ン

　
　

①
カ
キ
・
緋
扇
貝
・
寒
ブ
リ
・
そ
の
他
海
産
物
加
工
品
の
販
売

　
　

②
カ
キ
食
べ
放
題
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
／
焼
き
、
蒸
し
、
カ
キ
飯
）

　
　

③
「
カ
キ
数
当
て
ク
イ
ズ
」
の
実
施
（
無
料
／
山
盛
り
殻
付
カ
キ
の
数
当
て
）

　
　

④
大
鍋
に
よ
る
「
カ
キ
鍋
（
カ
キ
汁
）」
の
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
）

　
　

⑤
カ
キ
の
す
く
い
取
り
の
実
施
（
有
料
）

　
■
懐
か
し
の
『
里
』
ゾ
ー
ン

　
　

①
冬
の
特
産
品
（
農
産
物
）
加
工
品
（
ひ
が
し
や
ま
）
や
郷
土
料
理
の
販
売

　
　

②
餅
つ
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
／
よ
も
ぎ
餅
・
い
も
餅
等
）

　
■
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

　
　

①
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
の
作
成
（
有
料
）

　
　

②
愛
南
町
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
ー
し
く
ん
風
船
」
の
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
）

　
　

③
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び
（
無
料
）

　
　

④
綿
菓
子
販
売

　
■
あ
い
な
ん
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
■
そ
の
他

　
　

①
餅
ま
き
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10
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

幹
事
会

▽
2
日
＝
宝
く
じ
の
女
神
来
局
、
平
成
26

年
度
町
村
監
査
委
員
功
労
者
表
彰
式
並

び
に
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会
、
第

62
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
、
平
成
26

年
度
東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
へ
の

人
的
支
援
に
係
る
被
災
三
県
の
要
請
、

平
成
26
年
度
「
地
方
行
財
政
講
習
会
」

▽
6
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
3
回
全
員
連

絡
会
、
愛
媛
県
町
村
会
（
全
国
町
村
職

員
生
活
協
同
組
合
愛
媛
県
支
部
）・
愛
媛

県
町
村
議
会
議
長
会
会
計
監
査

▽
8
日
＝
平
成
26
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
運
営
協
議
会
及
び
同
大
会

▽
9
日
＝
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
1
4
㏌
み
え
、
全
国
市
町
村
水
産

業
振
興
対
策
協
議
会
常
任
理
事
会
及
び

理
事
会

▽
10
日
＝
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
・
え

ひ
め
大
会
実
行
委
員
会
、全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
推
進
委
員
会
第
1
回
会
議

▽
14
日
＝
平
成
26
年
度
市
町
村
議
会
事
務

局
職
員
研
修（
15
日
ま
で
）

▽
15
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会
、（
一
般
）全
国
町
村
議
員
会

館
臨
時
評
議
員
会
、
防
火
管
理
資
格
講

習
会（
16
日
ま
で
）

▽
17
日
＝
平
成
26
年
度
愛
媛
地
方
税
務
協

議
会

▽
21
日
＝
中
国
・
四
国
各
県
町
村
会
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議
、
第
81
回
町
村
議

会
広
報
研
修
会（
22
日
ま
で
）

▽
23
日
＝
全
国
山
村
振
興
連
盟
理
事
会
、

え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
平
成
26
年

度
第
2
回
幹
事
会

▽
24
日
＝
全
国
町
村
会
理
事
会
、
同
都
道

府
県
会
長
会
、
同
政
務
調
査
会

▽
25
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
職

員
採
用
試
験

▽
27
日
＝
平
成
26
年
度
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
過
疎
対
策
担
当
課
長
会
議
、
愛

媛
県
農
業
共
済
組
合
等
1
組
合
化
推
進

協
議
会
幹
事
会

▽
28
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
10
月
定
例
常

任
会
議
員
会
議
、
平
成
26
年
度
災
害
共

済
関
係
事
業
の
加
入
推
進
運
動
等
実
施

に
伴
う
事
務
打
合
会

▽
29
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会

▽
30
日
＝
四
国
四
県
市
町
村
振
興
協
会
事

務
連
絡
会
議
、
平
成
26
年
度
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
等
全
国
研
修
会
、「
人

権
の
ま
ち
づ
く
り
対
策
基
本
法
」
並
び

に
「
人
権
侵
害
救
済
法
」
の
早
期
制
定

を
求
め
る
第
42
回
「
愛
媛
中
央
集
会
」

▽
31
日
＝
精
神
科
医
及
び
保
健
師
の
共
同

設
置
に
係
る
第
2
回
検
討
会

編
集
後
記

　

年
に
一
度
の
人
間
ド
ッ
ク
。
幸
い
、
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
大
き
な
異
常
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
肝
臓
の
値
も
ほ
ぼ
正
常

で
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

僕
は
ド
ッ
ク
を
前
に
節
制
し
た
り
し
ま

せ
ん
。
前
日
は
10
時
以
降
の
飲
食
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
10
時

ま
で
は
お
酒
を
呑
ん
で
も
大
丈
夫
と
い
う

こ
と
と
理
解
し
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
呑
ん
で

い
ま
す
。「
あ
り
の
ま
ま
」
で
す
。

◇

　

思
い
出
し
ま
し
た
。
愚
息
が
小
学
校
3

年
生
に
な
っ
た
と
き
の
作
文
を
。「
1
年

間
の
抱
負
」
が
テ
ー
マ
で
、
4
0
0
字
詰

め
の
原
稿
用
紙
に
、
た
っ
た
1
行
「
健
康

第
一
」、
後
は
余
白
で
提
出
し
て
い
る
ん

で
す
。
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

い
や
は
や
、
こ
の
親
に
し
て
こ
の
子
あ
り

と
実
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
な
ぁ
。

　　
　

和
紙
も
科
学
も

　

10
月
末
、
雪
国
で
早
く
も
雪
つ
り
作
業

が
始
ま
っ
た
。
一
方
、
今
年
の
秋
は
“
紅

葉
”が
、
近
年
に
な
い
美
し
い
色
合
い
を
見

せ
る
ら
し
い
。
春
の
息
吹
に
な
い“
枯
れ
て

い
く
美
し
さ
”
は
、
昨
今
の
朝
晩
の
急
な

冷
え
込
み
と
日
中
の
寒
暖
差
に
よ
る
ら
し

い
。

　

さ
て
、
先
の
「
和
食
」
に
続
い
て
、
今

度
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
、“
和

紙
”、
島
根
県
の
「
石
州
半
紙
」、
岐
阜
県

の
「
本
美
濃
紙
」、
埼
玉
県
の
「
細
川
紙
」

が
候
補
に
あ
り
、“
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
”
が
決
ま

り
そ
う
で
喜
ば
し
い
。
11
月
24
日
に
登
録

決
定
見
通
し
と
の
こ
と
。

　

1
3
0
0
年
前
の
和
紙
が
、
綺
麗
な
姿

で
現
存
し
て
お
り
、ま
た
、1
6
0
0
年
代

に
オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
が
和
紙
の
良
さ
を
理

解
し
、
版
画
に
使
用
し
て
い
た
事
実
も
あ

る
。一
方
、
洋
紙
は
長
い
年
月
に
紙
質
が
耐

え
ら
れ
ず
粗
末
な
姿
に
変
わ
る
。
こ
の
品

質
の
差
に
人
々
は
驚
嘆
し
、こ
の
と
こ
ろ
和

紙
の
素
晴
ら
し
さ
、
魅
力
・
羨
望
は
、
特

に
外
国
人
か
ら
強
く
上
が
っ
て
い
る
。日
本

人
と
し
て
、
限
ら
れ
た
愛
好
者
に
止
ま
ら

ず
、も
っ
と
広
く
皆
が
和
紙
の
良
さ
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
な
け
れ
ば
…
。

　

今
、
世
界
中
で
認
知
さ
れ
て
い
る
日
本

の
「
漫
画
・
ア
ニ
メ
文
化
」
市
場
に
遅
れ
る

こ
と
な
く
、
日
本
伝
統
の
文
化
「
和
紙
」
の

良
さ
、
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
な
け
れ
ば
、

折
角
の
宝
が
輝
か
な
い
。
ま
た
、
同
時
に

手
間
隙
を
を
か
け
た
和
紙
製
法
す
べ
て
に

想
い
を
寄
せ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
寒
中

に
素
手
を
冷
水
に
さ
ら
し
、
各
地
の
伝
統

技
法
で
紙
を
漉
く
光
景
そ
の
も
の
が
純
粋

な
文
化
で
も
あ
る
。

　

手
漉
き
和
紙
は
、
規
模
は
異
な
る
が
本

県
の
内
子
町
、
西
予
市
野
村
町
や
隣
県
の

高
知
県
い
の

4

4

町
に
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が

あ
る
。伝
統
的
技
法
の
手
漉
き
「
和
紙
」
を

守
っ
て
来
た
匠
こ
そ
、
皆
が
応
援
す
べ
き

時
で
あ
る
。
今
後
、和
紙
が
わ
が
国
の
い
ろ

ん
な
伝
統
工
芸
、
芸
能
文
化
見
直
し
の
先

達
に
も
な
ろ
う
。

　

な
お
、
和
紙
の
用
途
は
、
バ
ッ
ク
、
帽
子
、

ド
レ
ス
な
ど
洋
服
、
和
服
、
マ
フ
ラ
ー
、
靴

下
、
小
物
入
れ
な
ど
い
ず
れ
も
好
評
。
し

か
も
洗
濯
が
で
き
る
、紙
で
あ
っ
て
紙
の
概

念
に
囚
わ
れ
な
い
各
種
作
品
。
さ
ら
に
建

築
資
材
に
新
し
い
感
覚
で
利
用
さ
れ
て
い

る
。
実
に
各
分
野
で
活
用
さ
れ
る
和
紙
は
、

今
や
未
知
数
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

も
云
え
る
。

　

異
常
気
象
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
時
代
、

そ
の
対
応
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
度
、気
象

衛
星
「
ひ
ま
わ
り
8
号
」
が
打
ち
上
げ
に

成
功
し
た
。
運
用
開
始
は
、
来
年
7
月
で

あ
る
が
、
現
行
の
衛
星
か
ら
送
ら
れ
る
情

報
よ
り
一
段
と
早
く
2
分
半
毎
に
送
ら
れ

て
来
る
た
め
、
台
風
進
路
の
予
測
は
確
率

高
く
、
カ
ラ
ー
送
信
は
黄
砂
の
流
れ
も
観

測
し
易
く
な
る
と
の
こ
と
。

　

わ
が
国
の
伝
統
文
化
も
科
学
も
素
晴
ら

し
い
。
世
界
は
見
て
い
な
い
よ
う
で
見
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
期
待
は
大
き
い
の

だ
。

�

　
（
Ｔ
）

 

「
慢
心
は
、
消
し
止
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、

　

大
火
以
上
だ
」

　
　
　
（
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ス
ト

�

　

ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
）
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